
平成２８年度第２回 文化財保護委員会 抄録 

 

（市民憲章唱和） 

 

１ 委員長あいさつ 

 

２ 協議事項 

（１）平成２８年度指定文化財の管理調査の結果について 

（事務局） 

【資料説明】 

（委員） 

 複数の文化財に無断の現状変更が見られたが、あくまでも良かれと思ってしてしまった変更であ

ることを考えると、所有者への意識改善の働きかけが重要。 

 管理調査の事前準備として指定調書の携行、ファイリングをすること。 

（委員長） 

 所有者の理解不足から起こる文化財の現状変更について、所有者の意識改善が必要。市は指

導を講ずること。 

 複数の委員から管理調査時に指定調書の写しや前回調査時の文化財の状態が分かる写真を携

行すること、管理調査のファイリングの提案がありましたので、実行できるところから随時実行してい

っていただきたい。 

（事務局） 

 指摘された点を次回の管理調査では生かしていきたい。 

（委員一同） 

 異議なし。 

 

（２）平成２９年度文化財保存事業の予算要求について（修繕が必要な文化財について） 

（事務局） 

 【資料説明】 

（委員一同） 

 了承。 

 

（３）新規市指定文化財候補について 

（事務局） 

 【資料説明】 

（委員長） 

「三州箱柳六條御殿御用材」については、年代の測定の結果、安政年間と出たが、到底納得で



きない。反論のある方は論文で論証していただきたい。 

（委員） 

 科学的に証明されたものを考慮しないわけにはいかない。結果は結果として受け止めるべき。 

 この問題については焦って結論を出さずに、もっと論じる必要がある。 

 

「下縣遺跡出土木簡」、「本證寺文書」については異議なし。 

 

（４）東端城址の土塁の崩落防止の修繕方法について 

（事務局） 

 【資料説明】 

（委員長） 

 石を入れるということは元の形が失われてしまうことになる。もってのほか。所有者は文化財の価

値をもっと認識して行動していただきたい。市ももっと普段から積極的に関わり、所有者と信頼関係

を築いていかないと。 

（委員一同） 

異議なし。 

 

（５）安城市郷土史出版奨励事業補助金の審査について 

（事務局） 

 【資料説明】 

（委員） 

内容、章立てともにアマチュアな部分はあるが、この事業の趣旨から考えたら補助金を出すこと

が望ましい。 

（委員長） 

 よりよい内容にするために、委員の方の協力が必要。専門の委員の方から指導していただけたら

と思う。 

（委員一同） 

 異議なし。 

 

３ 報告事項 

①古井神社改修の動きについて 

（委員一同） 

 平成 27 年度に行った市内の神社の悉皆調査についての報告。 

 

②人面文壺形土器の国重要文化財指定と桜皮巻土器について 

（事務局） 



 【資料説明】 

（委員一同） 

 了承。 

 

③姫小川古墳の墳丘崩落防止について 

（事務局） 

 【資料説明】 

（委員一同） 

 了承。 

 

④「第３１回国民文化祭・あいち 2016 安祥文化のさとまつり＆本證寺太鼓フェスティバル～歴史

を楽しむ健幸市民～」について 

 【資料説明】 

三河万歳保存会の会費のお願い 

（委員一同） 

 了承。 

 

⑤博物館協議会との合同研修会について 

 【日程説明等】 

 

 


